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るかを吻伸展反射 (PER) を食欲の指標に用いて調べた。その結果、AMPK の活性の変化と食欲を
示すハエの割合の変化がよく一致していることが分かった。これらの AMPK の活性変化と食欲変化
の相関した結果から、クロキンバエの頭部においてもマウスの視床下部と同様に AMPK の活性が摂
食調節作用を担っているのではないかと考え、次に AMPK 活性の阻害剤である Compound C を投
与した際のハエの食欲変化を観察した。その結果、阻害剤を投与したハエでは対照と比較して有意
に食欲の低下が見られたことから、クロキンバエにおいても、AMPK が摂食行動を制御していること
が示唆された。本研究により得られた結果は、マウス以外の生物においても AMPK が摂食調節を担
っていることを示唆する初めてのものであり、マウス以外の様々な生物において AMPK が摂食調節
を担っていることを示唆する重要なものである。 
 
